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原町本店
〒975-0003
南相馬市原町区栄町2-83
TEL：0244-24-2929

いわき店
〒970-8026
いわき市平三倉69-8 第2地産ﾋﾞﾙ1F
TEL：0246-85-5298

みなさまこんにちは！暑い暑い夏がやってきました！６月も暑い日があったので、これからの
7月、８月と乗り越えられるかといささか不安ではありますが…
さて、５月号で予告しておりました、『浴衣で納涼パーティー』を今年も開催します！！浴衣で
飲んで食べて大いに語り楽しいひと時を過ごしてみませんか？今回も飲み放題！ビンゴゲーム大
会などなど楽しい企画で皆様のご参加お待ちしております！

＜ よろづ屋 新サービスSTART！！ ＞

♪原町本店より♪

＜はた織り教室 8月の予定＞

8月1日（金） 午後２時〜 午後４時

8月2日（土） 午前10時〜昼12時

※参加費2,000円
（別途糸代がかかります）

各回定員 ３名まで（要予約）

より多くのお客様にお着物をお召しになっていただきたいという思いから、
着物で来店ポイントサービスをはじめます！ぜひお着物でご来店ください！

お着物でご来店 お買い物をしなく
ても１ポイント

５ポイントで丸
洗い500円引券
プレゼント

『浴衣で納涼パーティー』

２０２５年８月２日（土）18時30分〜
会場：ニューさいとう（原町区栄町2-13）
会費：6,000円（飲み放題）
※お電話もしくはご来店にてお申し込みください

申し込み締め切り ７月26日

♪いわき店より♪

＜組紐教室スタートします！＞

いわき店にて組紐教室がスタートします。自分で
帯締が作りたい！組紐を体験してみたい！など、
興味がある方はぜひご参加ください。マンツーマ
ンの指導で初心者の方でもお気軽にご参加いただ
けます。詳しくは、いわき店スタッフまでお問い
合わせください。

※参加費2,000円
（別途糸代がかかります）



＜ お客さまコーディネート紹介コーナー ＞

＜きもの語 辞典＞はの巻 その１

今回のおススメ商品は、たかはしきもの工房の
レース半衿です。せっかくきものを着るなら、お
しゃれに楽しみたいですよね。存在感はあるけど、
主張しすぎない、そんな丁度いいおしゃれができる
のが半衿なんです。見える範囲は少ないですが、き
ものの印象を驚くほど変えてくれます。そして、顔
の印象さえも違って見えます。柔らかく、派手すぎ
ないやさしい風合いのレース半衿がオススメです。
セミフォーマルから普段着の着物まで幅広くご使用
いただけます。しかも通年使えるので便利！レース
の半衿は縫いにくいのですが、たかはしきもの工房
の半衿はレースの裏に布が張ってあるので縫うのも
楽ちんです！柄や色味などは多数ありますのでス
タッフまでお気軽にお問い合わせください！

・・・女将のつぶやき・・・・

６月上旬に名古屋にいる次女が帰省したのに合わせ、何年ぶりかで家族旅行に天童温泉で一
泊して参りました。行きは米沢に寄ってラーメンを食べ（美味しゅうございました）、市内
の上杉神社を参拝しました。平日は人も少なく、お参りするのに最高でした！こちらの神社
は２回目なのですが、今回初めて御朱印をゲット。私の座右の銘でもある、上杉鷹山公の言
葉が刻まれた石碑を写真に収め、鳩と鯉に餌をやりました。前回伺った時は人が多くて、な
んだかあまりゆっくりできなかったので、家族揃って楽しく過ごすことができました。温泉
はクラフトビールが飲み放題のオールインクルーシブで、社長は頭がガンガンするほど飲ん
でおりました。久しぶりの温泉でリフレッシュできました〜

着物に関して、わからない言葉や知りたい言葉など

たくさんあると思います。専門用語が飛び交う中
で？？に思うことも多々ありますよね。そんな着物に
まつわる言葉を集めて簡単にご紹介していくコーナー
です。

＜羽裏（はうら）＞袷の羽織の裏地のこと。「羽織裏」とも
言います。表はシックに、羽裏に遊び心のある色柄を配するとお
しゃれです。江戸の粋なスタイル「裏勝り」に通じます。

＜羽織（はおり）＞着物の上に防寒や汚れ除けとして着る上
衣。もとは男性のものでしたが、江戸時代に深川芸者が着始めた説
があります。女性羽織が一般に定着したのは大正時代から。長羽織、

茶羽織、薄羽織、袖なし羽織などがあります。

＜はぎ入れ（はぎいれ）＞和裁用語の一つ。着丈や袖巾が
足りない着物の場合に、別布を縫い合わせて継ぎ足す技法のことを
言います。

たかはしきもの工房
レース半衿

1,980円（税込）

2月に開催したちょっとしたパーティーでのお客様のコーディネートを少しず
つご紹介していきます。

淡いグリーンの附け
下げに、引箔の名古
屋帯。格の高い名古
屋帯は附け下げに合
わせてもOK。小物
は色を抑えて白系で、
帯揚げの絞りと附け
下げの絞り柄をリン
クさせています。

裾にかけてのグラデー
ションが美しい附け下
げに染袋帯。着物の全
体のお色味と帯の色合
いがマッチしていて、
落ち着いた雰囲気の

コーデです。染帯の雰
囲気を活かした品のあ
る装いになっています。

紺地の紬に、高山工房
の名古屋帯。帯は、押
し花を和紙に貼って引
箔に織り込んだ、高山
工房ならではの帯です。
優しい色合いの帯が、
着物と調和して、藍染
の絞りの帯揚げもアク
セントになっています。

山口美術の刺繍の訪
問着に、河合美術の
袋帯。華やかな装い
も、全体の色のトー
ンを合わせることで
控えめな装いに。帯
まわりもスッキリと
まとめて、品のある
フォーマルな装いに
なっています。

今月のおススメ！
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